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拍車かかる南北朝鮮の和解と統ーへの道

_ r動き出した・時計Jは胞にも止め勺れ伝い~

-白岡山の置が漕げる前に

掴欄厚

・回で文仁貧大統領が釜場して以来 r 6 . 1 5南北共同宣曾』への見置しの梅濯が高

まっていた.鍵園の人々は いつまで対米包従外交を綬げるのかと畑町りを探め 不零等な

"米関係と従属的仕組米同盟の見直 しを希求する切実な声を単げていた ・米間盟の見置

しは、岡崎に r6 • 1 5湖北共同宣言Jに示された自主的平和的伎 の実現を迫ることで

あった . そニでは鍵閣の主権回復の線腫とHî~tll!鮮の自玄約半，知的統 の限竃が まさに

費高一体ものkして健えられていたのである...固にとって廟北側鯵の和解と続ーな 主

徹回復運動そのものである.

そう Lた健閣での動舎に呼応するよう~、長年アメリカとその追随看たらの網開"二.，

る三となく u 自立の錨るぎない方併のドで調家電量般に温湿してきた共向田は 三度目の

南北首脳会僚を実纏する と世界に向けて警備した.まさ L<自粛山の.が湾ける附に、

比喰的に雷えば 南;li:聞に降り積もった嘗を酬北朝鮮の首脳者と国民の剤い恩いで格かそ

うとしているーそれはまた r 6 . 1 5南北共同宣曾J以来 止まったままの春時計が

再び動きだしたと曾えよう. r動き出した春時計J11、もう雄にも止められない

金iE.'里労働覚書員長の首脳会際開催..継を受節したトラ〆プ米大統領も そのことを充

分に承知しているがゆえの判断であった.ひたすら目未聞の連機のなかで般後まで制後の

積めないとしている安俗歌砲も その大きな流れを正面から見偲えて欲しいものど.

-アメ リカの首園会舘費憾の・e・'"僻か

・明米首脳会際開催決定までに時間を要した背憲には、アメリカや日本などれ鍾務制政や

米・・合同盟院本"習への共和国の反楚左伝統があるが より本質的な哩陶は何よりもアメり

カの硬直した対共和園政策にあったe 嗣鮮敏争におけるt余儀協定を反設に し 最初に朝鮮

半島及び周辺に練兵..n績とする鍋犬伝，..カを展開 し 共和国への桐喝を恒常化し、

イラクやリピアを侵略した状況を繍鯵半島でも再演するニと金恨本に徳えたアメ リカの政

策は 尖拘留との対話のチャンス.. 降初から排除していた.それゆえに共和国が続開嬉と

修ミサイル保有へと舵を切らざるを得なかったのである.

アメリ.，ま経演劇織の限界性によっゃく自覚することにな旬 開時に強大々験カ展開が

築制閣の*"強化を引き幽すだけだ左理解するようになった.だからこそ、首脳会絞の提

実を交路する結果となったのである.南北側艇の際娘関係の緩和が南北刷能の首脳の主唱障

の下に温められ アメリカと三れにiJI闘する臼本は 南北朝鮮の首脳の勇気ある行動によ

って 平和を鑑保されるこ kになろう.

それにしても期北朝鮮の纏めて験略的な統 制時悠が明砲に存在することを、依黙と して

理解できない日本政府の後ろ向きの安野はRに余る.前北朝鮮分断の歴史的責任を負う日

本が分断解消の三めに 伝すパき賓径を金〈果たさず、 ・実上分断固定化と共和国敏侵攻



策を続けよ うとする反歴史的責任と人道的責任は極めて大きい

ことに歪つては 日本が遅ればせながらでも南北創鮮の自主的平和的畿 のために、何

ができるかを真剣に検針すべきであろう.'J切に予定されるトランプ大統領と安陪首伺め

会絞が 胤 1:a米同盟の強化と共布団への制緩は緩和しないこ"擁総するぞけであると

すれば、あるべき歴史の流れに頒を膏けるこ ca-:I略する.それは日本国民の多くが環む

ところではな」、

-・同鮮分断"峰の責告か

今"'.‘震が念速に動き出したのは 繍タで決定されたことでは勿備ない@ましてや

米闘を筆積とする径吉野制舞の結果でもない.アメリカからの綱同匹、それに後民する日本の

医hを院れ返すだけの力強い剛北捌鮮民鎮の遺骨が、一貫して水面下で深められていたか

らである.

そフした朝鮮民族同胞の思いを見事に表現した金正思労働党委員長の以下の言葉をあ

らためて引用しておきたい。それはH 、r5000 与の悠久の歴受と燦然たる文化を符る

朝鮮民候日が "余年の畏きにわたり外部努力によって分断の苦痛と孝殿をなめているの

は これ以よたえることのできず容蕗できたい民族の恥です』と曾い切った刻目すべき断

書である.期修分断の原因は日本の馴齢植民絶化によって包図 し それ宕アメリカの.開催

主策が閣を化Lたのであって 決して朝鮮民候が招いた"ではない.しかし それ金歌え

て「民僚の島」と曾い切ることによって a立的かつ主体的に分断状況を定廠しよヮとす

るその不~伝の資努を般大般に標値したい.

さらに続けて r淘の分断が持模すれば十るlまどわが間胞がこうむる被害と災.は竃な

り、 朝鮮半島における・...の危険は増大し、しまいには民族的惨備をまぬカれないでしょ

， .国と民篠がそれぞれ自己の利誌を前直におしだし、きそって発展を指向しているとき

制鮮民艇が北c蘭にわかれていまなおおたがいに反目し対決しているのは、みずから民族

の統一的姥腐をは"み 外線勢力に漁夫の利をあたえる白綾行泌です.二れ以上民膜の分

断を待続させてはなりず われわれの世代にかならず飽国を筑ーしなければ必 ηませんj

と続ける{以上 チ=チz思想国際研究所領 『金正恩箸作集j筒'" 白鎌位 2017年 I

"日刊、'"貰〉

今回の痢花首脳会骸及び・留米首脳会僚の建業の湾闘は まさにこの金復員4慢の鐙慣に集

約されて、るのではなL、か.ニの勇気と英断が f剛北朝鮮の自主的平和的統一」に結実す

ろニとを 私は械情Lている.
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